
10
月
５
日
に
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
で
お
こ
な
わ
れ
た
市
内
合
唱

サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
は
盛
況
で

し
た
が
、
終
了
後
大
変
な
事
態

が
発
生
し
ま
し
た
。

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
駐
車
場

有
料
化
に
よ
っ
て
、
料
金
支
払

い
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
の
に
大

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
駐
車
場

を
出
る
の
に
最
長
で
１
時
間
半

も
か
か
っ
た
の
で
す
。

主
催
者
は
、
ゲ
ー
ト
を
車
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
か
と
心
配

し
て
ま
し
た
が
、
そ
の
心
配
が

的
中
。
大
渋
滞
で
イ
ラ
イ
ラ
す

る
参
加
者
か
ら
「
こ
ん
な
に
待

た
さ
れ
る
の
で
は
、
も
う
来
な

い
」
と
非
難
さ
れ
た
の
で
す
。

今
回
の
事
態
の
原
因
と
な
っ

た
の
が
、
文
化
会
館
の
駐
車
場

の
有
料
化
。
今
年
の
３
月
議
会

に
、
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
有
料
化
と
一
緒
に
、
す

べ
て
の
市
の
駐
車
場
を
有
料
化

す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
、

ま
っ
さ
き
に
実
施
さ
れ
た
の
が

文
化
会
館
だ
っ
た
の
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
今
回

の
事
態
を
受
け
、
10
月
29
日
に

さ
っ
そ
く
、
市
民
・
利
用
者
と

と
も
に
、
当
局
に
申
し
入
れ
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
内
容
は
、
①
駐

車
場
の
有
料
化
を
中
止
す
る
こ

と
、
②
事
前
精
算
機
を
設
置
す

る
、
ゲ
ー
ト
を
２
箇
所
に
す
る
、

な
ど
の
対
策
を
緊
急
に
講
じ
る
。

な
ど
で
す
。

対
応
し
た
生
涯
学
習
部
長
と

公
民
館
長
は
、
10
月
５
日
の
事

態
に
つ
い
て
陳
謝
し
、
「
大
ホ
ー

ル
で
の
催
し
時
に
は
、
ゲ
ー
ト

に
整
理
係
を
配
置
す
る
」
「
複

数
ゲ
ー
ト
や

精
算
機
の
設

置
は
困
難
」

「
有
料
化
は

始
ま
っ
た
ば

か
り
で
中
止

は
言
え
な
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。有

料
化
の
た
め
の
経
費
と
料

金
収
入
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
「
工
事
費
・
機
械
使
用

に
毎
月
20
万
円
の
リ
ー
ス
料
を

払
っ
て
い
る
が
、
収
入
は
少
な

い
」
と
回
答
。
『
行
政
改
革
』

と
言
え
な
い
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
狙
い
は
「
目
的

外
使
用
の
禁
止
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
負
担
の
増
大
や
出

庫
時
の
混
乱
、
毎
月
の
経
費
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で

良
い
と
は
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
有
料
化
の
中
止
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
公
民
館
利
用
に
対

す
る
団
体
登
録
時
の
名
簿
の
提

出
、
個
人
利
用
の
制
限
な
ど
に

つ
い
て
も
、
申
し
入
れ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
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有
料
化
で
大
混
乱
、
利
用
者
か
ら
怒
り
の
声
が･･･

有
料
化
に
賛
成
し
た
自
民
・

公
明
・
民
主
。
反
対
し
た

日
本
共
産
党

10
月
か
ら
、
公
民
館
等
の
有
料
化
が
実
施
さ
れ
、
市
民
負
担
が
ま
た

増
え
ま
し
た
。
中
で
も
、
駐
車
場
が
有
料
化
さ
れ
た
流
山
市
文
化
会
館

で
、
催
し
の
た
び
に
、
大
混
乱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
「
大
ホ
ー

ル
利
用
以
外
に
、
駐
車
場
も
有

料
と
な
れ
ば
、
参
加
者
の
負
担

が
増
え
、
市
民
の
自
主
的
な

文
化
運
動
の
発
展
を
妨
げ
る
。

安
易
に
市
民
負
担
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
・
公
明
・
民

主
の
賛
成
多
数
で
実
施
が
決
ま

り
ま
し
た
。

今
回
の
事
態
は
、

こ
の
時
の
指
摘
の

正
し
さ
を
証
明
し

ま
し
た
。

改
め
て
、
有
料
化
中
止
と
、
緊
急
対
策
を
申
し
入
れ


